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　In　thls　paper　l　have　attempted 　to　darify　the　charac しerist ［c　of 　the　menus 　for　the　banquets　held　iil

Osaka　for　Korean 　delegations　during　the　Edo 　perio〔i

　Compalmg 　the　6しh　Osaka　banquet （1655）輌 th　the　7th　one （1682〕for　the　lmp   rtant　officials　of 　the

delegation
，
　 changes 　 wer 已 observed 日 nd 　しhe　banqueし for　 the　lOth　 delegation　（1748）tended 　to　 be

s   P主ified，

　Also，　the 　delegat．es 隅 †1〔｝ arrived 　by　sh三P　wer ∈ given　food　 for　th ε journey　to　 aiid 　from　Edo 　（Tokyo），
and 　some 　of 　thc　 attendants 　 were 　supp ｝ied　ssith 　food　rDr　tsve　or 　 more 　 months 曲 e且1　they 　remained 　in

Osaka ，　At ぐ）saka ，　there　 was 　the　record 　that　 venison 　and 　whale 　meat 　 sen し by　t．he 　KLi　Tokugawa

Household ．Th 已 delegabes“ ere 　also　invitod　zo　a　drinking　parしy　by　the　Tsushi皿 a　Household
’
s　officials 　in

Osaka 　before　they　returned 　to　Korea ，

　Thus 、　 each 　delegation隅 脇 ci、勹ll｝・rece 重ved 　at　Osaka，　but亡he　banquets　became 　gradua且y　simp 置fied

afLer 　1682．

　　　　　　　　　　　　　　 〔Receix，ed 　June　5，ユ997；Accept ．ed 　in　revised 　form　June　15，1998 ）
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江戸時代の 朝鮮通信使，mEnu 　献 立構成，

　 1，ま え が き

　江戸時代に 朝鮮国 の 親善使節 と して の 朝鮮通 信使 は

前後 12 回来 日 した ．12回目の 文化 度 （1811年 ） を除

くH 回 は 往路復路 とも大坂 に 寄泊 したが ，そ の 理 由

と して は次 の よ うな こ と が あ げ ら れ る ，朝鮮通信使

（以 下 通信使 とす る〉が数百 名 にの ぼ る大規模な使節

団 で あ り，釜 山 よ り大 型 船 団 を仕立 て て 対 馬海峡 を渡

り，瀬 戸内海 を東進 した が ，京都へ は淀丿llを淀 まで 遡

上 す る た め ，大坂 で 川御座船 に 乗 り換え る必要があ っ

た こ と，1583年に 豊 臣秀吉 が大坂 城 築城 して 以 来 ，

河 川，運河改修に よ っ て ，外航船の停泊に 耐 えられる

程度に 整備され た こ と，都 市と し て の 大坂市街の 成 立

が，通信使
一

行に宿館を提 供 で き、さら に 諸色 の 調達

が行 えた こ と，大坂城 に は 城代が 定勤 し て い る ため，

上 使 と し て の 問 慰役 をつ と め る こ と が で きた こ となど

で あ る （三 宅 1993；仲尾 1993）．こ の よ う に ，大 坂

で は 通信使船 を係留 し，正使
一
行の 江戸 よりの 帰 還 を

待 っ て ，通信使の
一

部が 長期間滞在 し た た め に他 の場

所 とは異な る 応接を した．そ の た め饗応に つ い て も他

所 と異な っ た と考え る こ とが で きる．

　と こ ろ で ，各地 の 通信 使の 饗応に つ い て の 研究は多

数見る こ とは で きるが （島崎 と 山 下 1989〜1991 ；大

坪 と宮川 ユ989 ；大 坪 等 1990 ；大坪 と 秋 山 1990，

1992　a ，b，1995a，　 b ；高正 と山下 1990 ；島崎 と高

正 1991 ；高正 1989，1995〕，大坂 に お け る饗応 の 特

徴 に つ い て の 研究 をま だ 見 な い ，そ こ で
， 大坂 に お け
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表 1，朝鮮通信使の 大坂 に お け る饗応献立

年代 三 使上 々 官 上官 次 官小童 中 官 下 官

1643寛 7k　20年度
拿1

1655明 暦 度
’ t

1682 大和 度
lt

1711正 徳度
＋1

（参向時〕

　　　 　　　 （下 向聞

1748延享度
’．

七 五 三 金銀并引替之膳

七 五 三 膳 引 替 膳

七五 F 膳 引 替 膳

七 五 三 膳引替膳

七五 三 膳引替膳

．七五 三 膳引替な し

五 五 三 膳

五 五 三 膳

五 五 三 膳引替膳

五 五 二 繕 引 替膳

五 五 三 膳

二 汁八 莱

三i十十
一・

菜　 三 汁
’
九菜

： 汁十
・
菜　三 汁九莱

　 　 　 　 　 二 汁 八菜

菜六汁
一

菜六汁

菜八汁二

菜八2ー二

菜六
「

＊：

「寛 永二 卜癸未年朝鮮信使記録巻五』，
尋．

『明 暦元 乙 未年明暦信使来滌記 従 壱州大 坂迄所 々 御振廻 献 立』，
’ 1

『宗家記録 壬戌 信 使 記 録 ＝ 十
．
』，

” f宗家記録辛卯信使記録 ド書六 卜二 』．
垢 r宗家記 録 延 享 五 戊辰年信使記

剥 ，

る通信使の 饗応を明 らか に す る 目的で本研究を行 っ た．

　2．資料 な ら び に 研究方法

　「對馬國宗家文書 記録類」〔國 史編纂委員会蔵〕，『宗

家記録』 （慶應義塾 大学図書館蔵）
， 宗家文庫文書等を

資料 と し，大坂に お け る 饗応 を明 らか に し，他所 と異

な る 応接 を明 ら か に した，

　 3，結果な ら び に考察

　〔エ） 大坂 に お け る 上 意 に よる饗応献立

　表 1 に示 した よう に，『寛永二 十癸 未年朝鮮 信使記

録』（記載 な し a ）に よ る と，寛永 20年度 1：1643年〕

に は 参向時 に 三 使 上 々 官 に 七 五 三 金銀并引替之膳 が出

さ れ た．『明暦信使 来聘記』〔記載 な し b｝ に よ る と，

明暦 度 （1655年） の 参向時 に は 三 使 上 々 官に は 七 五

三膳引替膳，上 官に は 五五三膳 ，中官 に は ．．二汁八 莱 ，

下 官に は一汁六菜が 出 さ れ た ，さ ら に 「宗家記録』 に

よ る と，天和 度 （1682年） の 参向時 に は
＝

こ使上 々 宮

に 七 五 三膳引替膳が 出 され た （記載な し Ci．

　正 徳度 （1711 年） は ，幕府財政悪化の 建 て 直 しの

．・
環 と して

， 通信使 を迎 え る経費を 節減 するため，新

井 白石 に よる聘礼改変が行わ れ た が，そ の 改変の
．．

つ

が 五 所路宴で，参向時 には，赤間関，大坂，京都，名

護屋，駿府 の 5 カ所 ，下恂 時に は，駿府，名護屋，京

都，大坂，牛窓 の 5 ヵ所に 限 り饗宴を 設け た．そ の た

め 大坂 で は こ の 正徳度 に 限 り，参向峙，下 向時と も三

使 上 々 官に は 七 五 三 膳 引替膳 を饗 し，さ ら に 上 官 以 下

に も他 の 年度 の 通信使 よ り丁重 な献立 で もて な し，京

都 ，名護屋 と同格の 饗応を行 っ た 〔記載 な し d）．

　享 保度 ｛1719 年 ） の 大 坂 に おけ る 献立 は 未見 で あ

る が ，吉宗 の 命 に よ り接待は 天 和度以 前 の 御馳走 に 戻

っ た と され るため，前例の ご と く七五三膳引替膳 が 饗

66

され た と思 わ れ る ．し か し，次 の 廷享度 〔1748 年）

に は ，三 使 t 々 官 と ト官に 「但引替御料理無也 　常 日

之下行相渡申候」とあ り，引替膳 の 替わ りに食品等の

供給が 行わ れ た （記載な し e ）．

　次に 大坂 に おけ る明暦度と天和度 の 三使上 々 官の 七

五三膳 引替膳 の 献立を図 1 に 示 した が ，明暦度 は 七 五

三膳に 追 膳四 つ 口五 つ 目と引替膳が出 された （記載な

し h）．天和 度は七 五 三 膳 に 追膳 な しで 引替膳が IHさ

れ た 1記 載な し e）．こ の よ うに ，明暦度 と 天和度 の

七 五 三 膳の 形式に差 が見 られ た，

　明暦 度 の 献 立 に つ い て
， 「明暦信使来聘記」 に よ る

と，勝本，藍島，赤間関 ， 上 関，蒲刈，靹浦，牛窓，
室津の 各地 で は 七五 三膳追膳 な し引替膳 で ，例 え ば ，

勝 本 で は 七 π三 膳追膳な し引替三汁十七菜で あ っ た ，

兵庫 と大坂 の 献立形 式は そ れ ら と 異 な り，七 五 三 膳追

膳 四 つ 目 五 つ 目引替 三 汁十 閃 菜 で あ っ た ．こ の よ うに，

勝本か ら室 津 に い た る各地の献立 と，兵庫な らび に大

坂 の 献 立の 七五 三膳 の 形 式の 異 な る 理 由 は ，枚方 か ら

品 川 に 至 る 各地 の 献立未 見 の た め 不 明 で あ る ．

　天 和度 の 三使 ヒ々 官の 献立 は ，『宗家記 録』に よる

と，大坂で は 七五 工 膳追膳 な し 引替三 汁 卜三菜で あ り，

枚方か ら品川 に い た る各地 の 夕食 も七五 三膳追膳な し

引替三汁十五菜等，しか も瀬戸内 の 室津 も同様の 献 立

形式で あ っ た 〔福 田 1705）．各地 で 料理数 の 多少 は み

られたが t 献立形式に 明暦度 の よ うな顕著な差は み ら

れなか っ た こ とか ら，天和度 の 参向時に は 饗応場所 に

よ り七 五 三 膳 の 形式 を変更す る こ とは な く，七五三膳

に追膳は なか っ た と考え て よ い だ ろ う．正徳 度 と延享

度 の 参 向時 の 七 五 二 膳 に も追膳 の 記載は 見ら れ な い こ

とか ら，天 和度以降 は参向時の 七 五 三 膳に 追膳は 出 さ

な くな っ た と い えよう．

　と こ ろ で ，大坂 に お い て 明暦度 から天和度に かけ て

CIOI2
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168z 天 和 度
1）
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う　 あ　 引 き　 　　 　 こ 羽　 さ　 盛

の 　 　へ 鯣 盛　 さ

物 　 ま 貝 い
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D 　 『明 暦 元 乙 未年 明 暦 信 使 来聘 記 従 壱 州 大坂 迄 所 k 御 振 廻 献 立 』　 2｝ 『宗家 記録 壬 戌信 使 記録 二 十
一．

』

　　　　　　　　　　 図 1．朝鮮通信使の 大坂 に おける三使上 々 官 の 七 五 三膳引替膳

の 献立搆成 に 変化が 見 られた の は
， 明暦度の来聘後に

お こ っ た明暦の 大火 （1657年） の 際，江 戸城 火 災に

より ， それ以前の 通信使来聘の記録が焼失 したた め に

（辛と仲 尾 1995），次 の よ うな覚書 「覚　二 十七年以

前朝鮮入来朝之節　従対州江戸迄海陸泊之鼬 人馬被出

候 外并 西国 中国之面 々 者舟 も被出候外　先 年之扣焼失

付 維知候右之節　何 に 不寄被勤候面 々 は　先年之扣を

以 委細 書出 可 有也候 　巳上 　延 宝 九 年 （1681 年）酉

九 月二 十三 日」 （記載 な し f＞ を出 し，資料 収 集 に つ

とめたが ，二 十数 年後 の 天和度 に は前例 を十分把握 し

きれなか っ た こ と に よる と考える．

　 さて ，正徳度 の 『朝鮮信使来聘 饗膳 式』（瀧 澤 ユ882）

に よる と
， 御城 にお け る饗応献立 に つ い て 「三使上官

迄 は 　七 五三 　五五 三 也 　追膳に 四 つ 目 五 つ 目膳料之

菜外に組付出候 　御域 に て は 引替料理不 tit候ゆ へ 如此

し　京都に て は 引替料理 出候故　七 五 三　五 五三 に 追

膳 四 つ 目五 つ 目無用 と申遣候」と記載 され て い る，こ

の こ と に よ り，明暦度 の 参向時 の 七 五 三 膳 は
， 大坂 と

兵庫で 饗 され た七 五 三膳追膳四 つ 目五つ 目引替膳 の 方

が 勝本 か ら室津に い た る 各地 で 饗 さ れ た七 五 三 膳追膳

なし引替膳 よ り形式が丁寧であ り格が 上 で あ っ たと い

え よ う．と こ ろ で ，五十 数年 後 の 正 徳度に は 七 五 三 膳

追膳な し引替膳に な り，さらに 五十数年後 の 延享度 に

は 七 五 三 膳 追膳な し引替な し に な っ た．こ の よう に し

て参向時 の 七五三膳 の 献 立形式 の 簡略化が 次第に行わ

れ た．つ ま り，大坂 に おける饗応献立 の 形 式は ，明暦

度 と比 較す る と天和度に は 格下 げ さ れ他所 と 同格 に な

り，延 享度 に は さらに簡略化 され た ，なお，御城の献

立 の 七 五 二 膳追膳 四 つ 目五 つ 目膳は 文化度まで 変わ ら

なか っ た （高正 1995｝．

　  　大坂 に おけ る食品等の 供給

　慶長度の 「宮本当代記』 に よ る と
， 通信使 の ギ食物

は 庭鳥， ヒ々 同雛，ぶ た，上 々 鳩，上鴨，同鶉，雀 ，

同鯛，同鯰 、
か ま ぼ こ

， 鯉 ， 鮒 ，
同 雲雀，鮑以 下 上 の

食物 な り，茶 も上 々 酒 を好 ， 何 も嫌物は さ し て 無之，

菓子以下 ま て 大方此分 な り，甘 き物を別而好 と也」と

記載 され て い る．また延享度 の 『鶏林求聘群録亅 に は

「牛，猪，鹿 ，家猪，鶏，雉子，鴨，玉 子，鯛，蚫，

鱈，か ど，獅，さは ら，鮹 ，伊勢海老，蟹，蛤，右之

外，鳥肉之類厚味之物別而好 申候 ， 惣 而生魚之類給 申

候 ，塩魚又者晒魚給 申候得共，余 り好み 不申候」と し，

さら に，果物，菓子 も好物 で ある と記載 さ れ て い る こ
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表 2 ．朝鮮通信使の 明暦度 の 参向時 に おけ る 1 人前 1 日分 の 供給食 品等 （1655年）
拿

身分　 饗応場 所
食　料　品　等

白米 酉 味 噌 醤油 酢 塩 由
」
ぞ 茶 蝋燭

三 使 　 瀬戸内 　 5 升　 　 2升 　 　 1升 5 合

　　　 大坂　　　 7升　　　3 升　　　3 升

　　　 京都 　　　　9 チ十　　　3 チt5合 　3升 5合

　 　 　 江 戸 　 　 2 斗 6 升 　 5 升 　 　 5升

合

合

升

に

U
　

7
　　
1

合
PD

テ

6 合　　 1 升

7 合　 　 1升

1升　　　2 升

1升 5合 　3 升

6 含 　 　 　1袋　 　 　5 丁

7合　 　 　1 袋　 　 　6J
’

1 チト　　　ユ袋半 　　8T
l 升 2 合　　　　　 8丁

上 々 官 　瀬 戸 内 　 4 升 　 　 ユ升 7合 　1 升 2 合

　　　 大 坂 　 　 5 升 　 　 2 升 5 合 　2 升

　　　 京都 　　 7 升 　　 3 升　 　 2 升 5合

　　　 江戸 　 　 2 斗 1升 　4 升 　 　 4 升 合1

合

合

合

升

一
D
　一
D
　

8
　

1

合

合

合

」hJ
　

6
　　
8

トフー

合

合

　

　

　

　

　

　尸
D

升

合

升

1
　　
7r

　

l2

プ2合

　

　

　

　

　

　

　

　

1

合

合

合

升

一
つ

　一
じ
　

8
　

1

袋

袋

袋

1　　
1凸
　

上

3丁

3丁

5丁

6r

読説官　瀬戸 内　　3f｛　　　 1Jl．5合　 1升
判事官 　大坂 　 　 3 升 5 合 　1升 9 合 　1升

　　　 京都 　　　4 升 5 合　2 升 5 合　 1升 5 合

　 　　 江戸 　 　 1 斗 　　 2升 5 合 　3升 5 合

合3

タ
厂
0合つ臼

合

合

5
　　ρ
0

3 合　　　5 合 　　 4 合

2合 5 夕 　 5 合 　 　 4 合

5合　　 　9 合　 　 　7合

6 合 　 　 1升 2 合 　5 合

袋

袋

部

1

半

3

2 丁

2 丁

31
『
半

4丁

上 官　　瀬 戸 内　　2 升 5合　1 升 3 合

大坂

京都

江 戸

3升 5 合 　1 升 9 合

4 升　 　 　2 升 1 合

9升 　 　 2 升 5 合

i 升

1升

1升 2 合

1ヲ16合

タ
广
O

夕5

合

合

合

合

2
　
ワ冒
　」
4
　［
O

合

合

合

升

厂
ひ

　
rD

　

8
　

1

夕

夕

5合2
尸
O合2

合

合

κ
q

　

匚

J

4 合　 　 2 部

4 合　 　
’
卜袋

6 合　　 3 部

4 合 5 夕

2丁

2 丁

3 丁 3 部

3 丁 3

中 官 　 瀬 戸 内 　 2 升 　　 1升 1合 　8 合

　 　　 大 坂 　 　 2 升 5 合 　1升 ユ合 　8 台

　 　　 京都 　 　 3 升 　 　 1升 9 合 　1升

　 　　 江 P 　　 5 升 　　 2升 1 含 　1 升 4 合

2 合

2 合

3合 5 夕

4 合

合

合

合

合

4
　　
4
　　月
’

　

00

合

合

2
　　
ワ曾

夕5合3

合4

　

　
　

　

　

　
　

夕

　

　
　

　

　

　
　

4

合

合

台

合

ワ】
　
ワ臼
　

4
　町
」

下 官　　瀬戸 内　　1 升 5 合 　1 升　　　5 合

　　　 人坂 　 　 lll5 合 　1 升 　 　 5 合

　　　 京都 　　 2 升 5 含 　1 升 7 合 　8 合

　 　 　 江 戸 　 　 4 升 　 　 2 升 　 　 1升 1合

ユ合 5 夕

1 合 5 夕

2 合 5 夕

3 合 5 夕

ム
ロ

ん

ロ

ム

囗

△

口

3
　
つ

」

　

4
　

7

夕

夕

夕

夕

匚

」

　

匚

」

　冖
O
　卩
O

合

合

合

合

−
　

1
　

2
　∩
」

f 明暦元 乙 未年明暦信使来聘記於所 々 御賄 下 行帳』

と に よ り　（早 川 1912）， 各地 で 通信使に好物の 食料等

の 供給を した と考える こ とが で きる．また，通信使の

身分，滞在入数，滞在 日数 に よ り，食品等 の 質を選び

量 を定め て供給 した と される （倉地 1988〕，大坂で も

こ の よ うに して 食品等 の 供給が行われた こ と で あ ろ う．

　『明暦信 使 来聘記』 〔記載 な し g＞ に よる と，購暦

度 の 参 向時 に 数日間逗留 した 瀬戸 内各地，大坂，京都

（辛 と仲尾 1995），な ら び に 参向地 の 江 戸 で は 賄下行

も行 わ れ た ．また，大津，守山，佐和山，江尻，小 田

原，品川 に お い て 三 使上 々 官に 対す る 内 々 料 理 用 の 食

材提 供 も行 わ れ た ．表 2 に 瀬戸内，大坂 ，京都，江 戸

に おける 三使，上 々 官，読説官，判事官，上 官，中官，

下 官に 対する 白米，酒，味噌，醤油 ， 酢 ， 塩 ，油，茶，

蝋燭 の ユ 人前 1 日分の 供給量を示 した，こ れ ら の 食品

等は各饗応地 に 共通 の 種類 で あ り，種類数は 三使，上 々

68

官，読説官，判事官， ヒ官と も同 じで ある が ，中官 で

は茶と蝋燭 ，下 官で は 油，茶 ， 蝋 燭 の 記載が 見ら れ な

か っ た．また身分 に よ り供給 量は異な り，例 えば 大坂

に おけ る 白米は ，三使 に 7 升，上 々 官 に 5 升，読説官 ・

判事官
・上 官 に 3 升 5合，中官に 2 升 5 合，下官に 1

升 5合 で あ っ た，と こ ろ で ，通信使 の 身分 に か か わ ら

ず，供給量 は 瀬 戸 内，大坂，京都，江戸 で それぞれ異

な り，将軍膝元 の 江戸が最も多か っ た．

　次に 『宗家記録亅 （記載な し h）に よ り，正 徳度 の

参向時 に おけ る通信使 1 人前 i 日分の 白米，酒等の 供

給量 を表 3 に 示 した ．通信使の 身分が上位ほ ど食品等

の 種類 と供給量 は多 く，下 位 に な る ほ ど種類 と量は 減

少 したが，饗応地 に よ る供給量 の 差 はなか っ た．つ ま

り，こ の 度の 大坂 に お ける供給食 品等 の 量 は 他所 と同

じ基壁で決め ら れ，他所と同格の もてな しを した こ と
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朝鮮通信使 の 饗応 に つ い て

表 3．朝鮮通信使の 正 徳度の 参向時に お け る 1 人前 1 凵分の供給食品等 （171］年）
1

身分

白米 酒 　　 味 噌

　　 　食　料　品　等

醤油 　　　酢　　塩 　　胡麻油

一三使 　 　 　 4 升 　 　 2 升 　 1 升 5合

上 々 官　 　　3 升　　 　21i 　 l 升

学士上判事 　 3升　 　　2 升　 5 合

上官 　 　 　 2 升 　 　 正升 　5合

中 官 　 　 　 2升 　 　 5 合 　4 合

下 官 　 　 　 1升 5 合 　5 合 　3 合

茶 割多葉
．
粉　蝋燭

6合

5 合

3 合

2 合 5 夕

1 合 5夕

1 合

6合

’．

9合　6 含 　　　挽 茶 1棗　　2D 目

5 合 　5 合 　5 合 　 　 挽茶 ユ棗 　 　20 目

2 合 　2合 　4 合 　 　 袋茶 3 棗 　 　15匁

2 合 　2 合 　2 合 　 　 極揃 50Ei 　 15匁

1 合 　2 合 　1 合 5夕 　 　 　 　 　 15匁

5 夕　 1 合 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 15匁

5丁

3 丁

3
．
亅

2 丁

＊

『宗家記録辛卯信使記録下 書六 十 八 』

が 判 明 し た ，さ ら に ，延享度な ら び に 宝 暦度 076・d

年〉に も饗応地 に よ る 供給量 の 差 は 見 られ な か っ た こ

と に よ り （記載な し i，j），大坂 は他所 と同格 の もて

な しを した こ とが 明 ら か に な っ た ．なお ，こ れ らの 供

給量 は正徳度とほ ぼ 同 じで あ っ た，

　 とこ ろ で ，表 2 の 明暦度 と表 3 の 正徳度の 食品等の

供給量 を比較す る と，明暦 度 の 供給 量 は 莫大 で あ る，

た とえば，明暦度に は 三使の 白米は江戸 で 2 斗
．6 升，

京都 で 9 升，大坂 で 7升 ， 瀬戸内で 5 升で あ っ た が ，

止徳度 に は地域差 な しで 4 升 に な っ た，こ の よ うに 止

徳度 の ほとん どの 食品等が明暦度 に 最 も供給 量 の 少 な

か っ た 瀬戸内と 同 じか そ れ よ り少ない 供給量 に な り，

明暦度 の 瀬戸内 を上 まわ っ た の は ヒ々 官 と学士上 判事

の 酒だ けで あ っ た，食品等の 供給 で 明暦度 と正徳度 に

差が 見 られ た の は，天 和度の 資料・未見 で あ る が，前述

の 献立同様 に ，明暦 の 大火に よ る資料焼失 の ため前例

不明と な り，幕府が諸大名よ り前例 の 記 録 を 集 め て
，

あらため て整序 した館伴例条と饗応膳制 に よ り （仲尾

1997），天 和 度 以 降 は 供給量 を少な く し，供給場所に

よる格付けを行わな くな っ たた め で あ ろ う、

　次に 『宗家記録亅に よ り，大坂 に おけ る正億度 の 参

向時 と 下向時 お よ び 大坂 に 残留 した　部 通信使に対す

る各饗応地共通 の 供給食 品等 と そ の 他 を表 4 に 示 した

（記 載 な し h，k）．参 向時 に 通信使 船が河 口 に 到 着 し

て か ら，川御座船で 枚方へ 向か うまで の 11H 問に 食

品 と 燃 料等 106 種の 供給が行わ れ た ．そ し て ，三使以

下 の 通信使が使命を果 た す た め に 江戸 へ 向け て 出発後，

6 隻の 通信使船 ととも に 大坂 に残留 した 上官以下 130

人 の 大 坂残 留通信 使達 に は 約 2 カ 月半 の 間 に 食 品等

83 種が供給 され た．さ らに江 戸 で 使 命 を果 た し大坂

に帰 り着い た通信使
一

行 が河 口 を発 つ まで の 十数 日間

に も食品等 92 種が 提供 され た． こ れ らの 食品は ，各

地共通 に供給 され た もの ，多 くの 饗応地で 供給 さ れ た

もの ，饗応地 の 特 産品な どに 分 類す る こ と が で きる ．

こ の うち各地 共通 の 食品 は前述 の 白米，酒等で あ る．

また多 くの 饗応 場所 で 供給 され た 食品 に は ，鯛，鯔，

鰭，鮑，卵，大根，牛蒡 ，茄子 ，松茸，椎茸 ，里芋，

栗 ， 柚 ，梨 ，柿，蜜柑，久年母 等が ある ．他所 の 多 く

の 饗応 地で 供給 され た根深 は大坂で は供給 されず葱が

供給 さ れ た が ，ちな み に 葱 の 供給量 をあ げ る と，参向

時 に 8，703把 ，残留通信使に 対 し 7，113把，
．
ド肉時に

7，895把 で あ り， 1把 あ た りの 本数 と重量は 不 明で あ

る が ，膨大なもの で あ っ た こ とは い うま で もな い ，次

に 各地 の 特産で ある が ，そ の 例をあげる と，風本の 唐

芋 （薩摩芋），藍島の あ ご 〔飛 魚〕， 赤 間関 の に ん に く ，

上 関 の根芋 ，蒲刈の 荒和布，瀬戸 内 （牛窓，下津 ， 蒲

刈）の 梅干し，靹の 赤豆，琵琶湖 （大津，八幡，彦根）

の 鮒 鮓，掛川 の 嬉 ， 川崎 の 浅草 の り等が ある，大坂 の

特産は くちで ，くちは石 持 の 大坂 近辺 の 地方名と され

る が
， 鮮魚は 「石持」 また は 「くち」，塩干物 は 「く

ち」 と 記載 され て い る ．参下向時 と大坂残留通信使 へ

の 供 給量 は，鮮 くち は 5．621，塩 くち は 3，596 ，干 く

ちは 51］で こ れ も膨大な もの で あ っ た．こ の 他に 大坂

の 地名 の 付 い た守冂漬大根が ある が ，こ れ は，淀 ，彦

根，品川 で も供給 され て お り，大坂 だ け の 特産 で は な

か っ た ，

　 こ れ ら正 徳度 の 大坂に お ける 食品を分類す る と，魚

介類が最 も多 く，参向時 に は 34種 ， 下向時 に は 28 種

で あ っ たが，こ れ に は通信使 の あ まり好 まなか っ た と

さ れ る 川 魚や 塩魚 も含 まれ て い た t 次 い で 野菜類 ，好

物 の 菓子類 と鳥類が多か っ た ．また 獣肉類で ある糟漬

鹿 と塩 漬鹿 が見 られ る が ，日 本 で は 獣 肉は表向きは 忌

避 され た に もかかわ らず，通信使の 好物 で あ っ た た め

に 特に 鹿肉が 提供 さ れ た，こ の 鹿肉の 料理 に つ い て

「信使通筋覚書朝鮮 人好 物附之写亅 〔記 載 な し L） に よ

る と，「肉を油醤油 に て 炙 り小 串に さ して また汁に も」

（1015） 69

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

No ．9 （1998）Vol．49日本家政 学会誌

，
癒
驟

嬋
垣

痙
〔
　）
．

膨
悩

馨
田

゜っ

N

匝
9

弓

醒
田

 

皿

ヨ
驚
葵
．

暫
瓢

檸
皿

Φ

皿

日

9

弓

齷
田

ON

皿

 

翼

．
←
楊

霹
国

ON

匣

9

％

齧
田

雪

咬

α

脅

（
°。）

軽
k
鐔
 
碑

　
蕪

国

十

国

　（
塒

嚠）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

鯉

遅

　

輕
碁
靼
皿

十

ヨ

　

翼
醤
車

日

楚

喫

弱

　
脚
抂

　

紳
江

眠

曜

（
ε

腮

　
覈
奮亠
鞄

画

十
目

　

　

鯉
鰹
k
鼕

胆
啝
　

燦

　
　
　〔
α⊃）
　
　

　

鯉
巡
照

彝
 
興
　

檪

　
瑶

　
黨
顰
報
皿−．
下

ヨ

（
褂

興）

り

竣

喫

郵
　
辮
傴

　

　
　

　

　

蟹
巷
靼
甌

十
園

　
寒
照
喩

郵

　
榊

江

　
踟
圧

唄
曜

犁
e
即

（
°。）

　

　

　
　

　

　
　

　（
面
中

軽｝
岬

牟

騒

　（
鬱
橇〉

曵

食

〉

婚

　

匣

遜

　（
身

勾

崎
）
　〔曲
凋

噌

　
恐

3

レ

炯

負
　

黛
喚

燈

却

物

　
や

細

3
ぐ
ρ

膚

　
V

融

田

（
の）

碑

柳

弋
9

　
〔
母

勾

確）
ひ

却

必

　
慂

3
“

炉
粂

（
°。）

　
　（
響
懐）

3
レ

舸

る

紺

く

£

園

弋

蓑
V

心

　
（
9

勾

橋）
爵

却

畷

　
轡

〔
為
弋
ト

こ

b
く

む

　
概

灸

肄

命

　
や

（
箪
評
仲）
や

穀

3
ぐ
噸

帽

　
V

舶

田

鞣
屮
梓

〔
導

埠
螂

　
睾
酬

　
隼

色

握
ぽ

　

序
融
細
　

蕁
甑
　
由
缶
《

　

澤

（
寸）

埠
報
　

津

淀
輩
　

卵
罧
麺

　
軍

　
　
騒
騨
畔

〔
ご

楼
曙

§

昧
岳

　
畔
罵

（α，）

序
棒

　
照
巛

　
鬣
署

　
　
驟
騨
翻

（の）

9e

 

　
9e

嚇

帽

　

樟
曜

」 i
孚 iRi
麺 i
　 1
辱 i
韆 l
　i
　i
欝 1貧）i）
　 F
　 E

瞳
（
柳
鍵
弾
渥
曇〕
PG

」

弋

宰
妾

鞣
細

（周V

吟
愕
由

　
巽

卵
帯

（
N）

」

憩

食
迦

　
眺
俳
　

逼
罨

　
　
蘂
構

細

（ηV

囮

照
蹼
　
囲・
マ

　
蟹
囮

§

団・
マ

　
壓

団

ε

聾
麒．

驟
睡

3

寅
擢
鵁

　
蘭
　
堺
ヨ

　

柵
餅

（
5

〔
體

礪）
〉

琵

旦

く

り

　

や

二

洲

3

燭
　〔
懸
糲＞
＞

膨

旦

く
冂

　

埠
ヨ

　
齢
畊
　

　
霪
・

朴

ε

揖

專
宀

　
揖
皐

蝉

｝エRi
鍵

ik哩
桝

　 ト

　 Le
「（

el 塁

樹
靼
曇

　
柵

摯

〔
ε

柯
 

　
洪
耗

　
栂
謬

　
桝
卑

　

　
　

黶
揖

曾）

　

　

　
　

駆

座

爆
　
序
機
涎

ロ

節
　
暉
k．
駆
ロ

牛

貞
駆
畷
報

　
藜
十

　
仕
　（
顳）
絢

饗

　〔
峡
謙）

勲

喝

灸
　

舗
蕚

　
騨
翔

　〔
袖
く）

健

」

弋
凵、　
　

聹

覗

　
　

　

　
　

　

串
撰

駆
鎚

　
螂
k
運
攣

　
く
リ

ソ
、

誕
ロ
詣．軌
　

旨
越
憩

樋

　〔
瞬
卜〉
牟

倖

ゐ

避

条

　

質

魚
　
忌

夢

　
糾
弋

宴

や

聾

　

蘇
o
崎

　（
樋｝
舶

廼

　
採
驩

　（
蠣
蚓｝

蓑

枦

庫
」

　
（
継

昭〉
食

牟

秘
」

蘇
　

駆
棚

　（
鰤
く）
更

」

く

巳

騨

　
慰．
十

　
專
ソ

、

曾

ご

　

　
　

　
　

　

　
　
（
廻

串
椶〉

題
b
枢

掴

　
膨
釈

駆

摯
　
瓔

翠
艇
ロ

や
　

賞
廻
磁

報
　（
羆
屮〉

喝

妬

喬

《

灸
　

巨
憩
　
忌

》

　（
壕
樋）
6
奚
V

　
（
庫
e

檸
無．）

庫

e
負

燈

憩

　〔．
樋）
粕

戛

　
勲

筍
食
　

橢

測
課

　
聹

蟹
　〔
鰤
く）

曵
」

く

巳

　

唹

年

　
駆
寒

鞣

楪
融

（
N）

蛆
輝
響

　
螺
駆
鯉

　
　

賺

《

鍾

（
卜）

匠

回

　
ゆ匹
坦岨
　
蛍

ワ
マ

　
曲
｝

鼎m
　
嘗刪
　
d
市

齶晒
　

＄脚

§

卵

網

　
齷

蝦

　
麗

ε

伸

糊

　
瞿
胸

狗

　

夢’
マ

　
撃
斌

　
馨

　
嚢
　
灘

　
　

驟巳
町

盛、

雹

　

　
　

　

　
　

　

潰
钁
　

嘔
黛
冊

　
藻
見
蝉

　
碑

〉

墹
　
謬
鞨

　
麗

任

導
　
疆〆
マ

蝉

　
曝
　
鵯
癌

　
瑠

駐

　
榊
鍵
融
駆
粒

　
灸

〜

選

　
響

婁
　
譲
基
　

麌

議

（
313

宰）
弓

3
ヤ
駐

　
細

中

拶

装

　
公

桶

割

β
♪

装

　

潔
灘
　
尋

柳

」

二

駐
　
W
悩

蛭

戳

　
蓮
現
駐

　
盤

轟

　
濯
装

　
謬’
マ

識

　
謬！
マ

丑

濫

　
撃
長

識
　

黶

濫

（
邑

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

浅
爨

　

睦
嬰
　
臧

V

輯
　

醫〆
マ

翼
　
飜
鞨
　

隷
鞨
　
槍

ゆ

ρ

卜
　

驍
十
　

ψ

V

宀
　

餓
臣
　
製

距
　

騷
臣
　
蟄

　

理
載

　
騨
黛

缶
堪

　
榊

黛
鯰
恥
駐

　
潔
装
　

騒
粧

　
」

岳

3
穏

　
無

爨

盞
　

緯

V

劃
　（
頓

渡
枳）
轡

」

食

薄

灸

駐
　
長
嬖
曩

　
超

釈

楚

懃

　
腰
滋

　
鞄
に

駐
　

蔟
翼

牲
　
盤
駐

　
麗’
マ

濫
　

騾ノ
マ

艦
駐

　
賑
駐

§

　

　
　

　

　
　

邏
羞
　

賦

岳

　
麒

瀬

　〔
載
釋）
り

懃

悩

粂
　

撰

遡
　
捧
岳

　

尋

々

尊
　

驤

髑

　
駆’
マ

瑚

〔
飜）
鋤

慮

朝

　
櫛

褐

吠

遡

　
談
礇
　
愈

岬

心

臣
　
恒

悩

食

屮

　
盟

距
　

騷
陪

　（
轡
報）

b
恥

脚

　

蟹

姻

6
蝦

哥
装

　
禦
鍵

綜．
阜

姻

　
り

喫

駐

　
蔆
測

　（
b

ニ

ヤ）
り

3
ヤ
　
蜑
崖

　
Jb

駒

測
　
碑

弾

」

3
灘

　
緯

り

田

叩

　

 

悩

慧
州剛
　

櫛
応、
ぺ
弼馴
　（
鰤
愚）
匐

纔

姻
　
〔
艱）
面

駿

司
　
寒
4丶
邏
　

麗
チ

姻
　

騾
艦

司

驟

女．
敬

ε

蕪

羈
　．
面

翼

　
超

（周）

醸

糶

　
駆

（
斡）

（
瞭
つ

棲）

醸
」

ρ、
》

　
瞭

鞳
　
蜒

　・
蘂

溢
恵
醤

色

運

腫
軽
　

遡

　
癰

　
罵

麹
　
跏
己

奮

（
鴎
V

運
腫
羅

　
鞐
　

鮎

　
運
難

善
啻

　

　
　（
O）
　

　
　

　

麌

拿

裏
皿

　

　
　
3

運
醤
鞳

　
蟠

　
歯
　

埋
難

　
響

送
　
騨
‡
握

騷

ε

慕
田

（
ご ．

来

皿

冀骨
館
旦

ト

奨

齟

鰹

蜂
艦

鮎ロ
置

鰤

（
肝
＝
ト

一）

謙
咾

廻

禦
薬

e
丑

単

斐

鋒
ke

掣

聾

璽

駐
罪
．

寸

懸

（1016）70

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

朝鮮通信使 の 饗応 に つ い て

表 5．朝鮮通信使 の 大坂に お け る 供給 食品等の 種類数

　 　　 　　 　　 　　 参向時

食 品等
　　　　1655　明暦度

’ll711
　正徳度

零

　　 　　 　　 残大坂

L’ 1682　天和度
1 コ

　17ユ1　正 徳度
’t

下 向時

1682　天 和度
” ： 1711　正 徳度

’ a

米

調 味 料 類

嗜好飲 料

魚介類

鶏卵類

獣肉類

野 莱類

茸 類

芋 ・粉

豆．類

香辛料

苔類

種実類

果 実類

菓 子 類

その 他
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】
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6347264413234

呂

呂

　

　

　

3
　

　

　

　

工

15202　

　

　

2

10

212

2

3

−

匚
」
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ユ

3

　

　

　

3

72222

253

ρ
U

15283192143

14

・

7
己

Q

15

う

087

　

　

　

2

2443231388ユ

十
盖一．
β 61 106 50 83 66 92

“

『明暦元 乙 未年 明 暦 信 使 来 聘 記 於所 々 御賄 ド行帳』，
’
輝宗家記録 辛 卯 信 使 記 録下 書六 十 八 」，

膨

可宗 家記 録 壬戌信使

記 録 五 十
一

』，
”

『宗家記録辛卯信使記録 下 書 七 十 八』．

と記載 さ れて い る と こ ろ か ら
， 大坂 で も こ の よ うな好

み の 料理 に された の で あ ろ う．

　と こ ろ で
， 通信使船 とともに 大坂 に 残留 した通信 使

は，正徳度 に は ， 次官 3 人，中官 27 人，下官 100人

計 130人 で あ っ たが，江戸 へ 向か っ た 正使以下 の
一

行

が 外 交使節団 と し て 丁 重 に扱 わ れ た こ と に 比 べ る と，

残留 通信使 は ド級随員 と して処遇 さ れ，通信使船か ら

の 上 陸 も自由 に 出来 ない 軟禁状態 に お か れ ，か ろ うじ

て 日常の 衣食住を まか なう に 足 る だ け の 生 活資料 が 提

供 され た にす ぎなか っ たため に （仲尾 1993），長期 滞

在に もか か わ ら ず食品等 の 種類 数は 少 な く，中で も好

物の 鳥や 菓子の 種類 は 少なか っ た が ， 季節の 果物や 葉

菜類 は多種類提供された。

　次 に ， 来坂年度に よ る 供給食品等の 種類数の 差 を明

らか に す るために，大坂 で 供給 され た 白米，酒等 と，

魚介，野菜，果実，菓子 等を含 め た供給品の 種類数を

表 5 に 示 した ．参向時に，明暦度は 61種 ，正徳度 は

106 種 で あ っ た ．大坂残留通信使達 に，天和 度 は 50

種，正徳度 は 83 種 が 供給 され た ．ま た 下向時 に ，天

和度は 66 種，正徳 度 は 92 種 で あ っ た （記載 な し g，

h ，k，　 m ）．正 徳 度 と そ の 他の 年度 を比 較す る と，参

向 時 に 明暦 度の 1．7 倍，残留通信 使 に対 し天 和度の

1．7倍，下 向時 に 天 和 度 の 1．4 倍 の 種類 数 の 食品等を

供給 した ．それぞれ の 年度 に来坂 した通信使の 人数 と

滞在日数 は 異な る が ，正徳度 に は供給食品等の 種類 を

多 く して ，通信使 の 食事に変化をも た ら す た め の 気遣

い を した こ とは明 らかで ある ．

　正徳度 の 参向時は 旧暦 の 9 月で あ り， 秋の 味覚が ふ

ん だん に 使 え た こ とで あろ うが， ｝
一
向時 は 旧暦 の 12

月で あ り，鮮魚，葉菜類 の 確保に苦労があ っ た こ と と

考え る．こ の よ うに ，1ユ回来 坂 した 通信 使は ，時候

の 良い 時 ば か りで な く，たとえば，天和度 の 参向時は

残暑の 厳 しい 時期 で あ っ た し，寛永 元年度 の 下向時は

厳冬期で あ っ た の で ，夏 は 保存 の 利 か ない 食品，冬 は

入手困 難 な 食晶 な ど の 確保 に 大 変 な努力を要し た で あ

ろ う．

　 当時 ，大坂は天下 の 台 所 と言わ れ ，食料 の 確保 に は

地 の 利 の あ っ た 場所柄で あ っ た が ，そ れ で も通信 使 に

対す る食 晶等供給 と 同時 に，随行の 通 詞 ， 対馬藩主宗

氏
一
行 ，京都 五 山 の 長老一行に対する食品等供給を滞

りな く行 うため の苦労は大変な こ と で あ っ た ろ う と考

える ．な お ，こ れ らの 食品は通信使 中 の 付随料理 人 に
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よ り，宿舎の 調理場 で好み の 料理 に 調理 された 〔ネ ッ

トワ
ー一

ク朝鮮通信使展 1994）．

　 とこ ろ で 正 徳度 の 「朝鮮人下 行残物請払之 目録」に

よ る と，参向時 と下 向時の 残米，諸色等を時価の 2 割

または 2 割半の 価格で ，大坂 表，京都，江戸表 で 処分

し銀 を持 ち帰 っ た （記載な し k｝．こ の こ と は，通 信

使 に 提供 した食品等に 多量 の 残物が 出た ほ ど供給 は 潤

沢 で あ っ た と推測 で きる ，

　 （3） 大坂 に おけ る そ の 他の 饗応

　 通信使が大坂を離 れる前 に ，旧例に従 っ て 対馬 藩大

坂 屋敷 で 宴 が催 さ れ た 1記 載 な し n ；辛 と仲 尾

1994）．享保度に は ，三 使上 々 官 に 白木 1 方膳 て 盛合，
仕替，猪 11，すす りた ん こ （す す りだ ん ご 〕 等が 出さ

れ た酒宴で あ っ た が，申　維翰は 『海游録』で こ の 時

の 情景 を 「両長老ともみ な会 し，対馬太 守は杯盤 をす

すめ る．饋す る と こ ろ は 湯餅，糸麪 の 属 で あ る が，精

潔 （手が ゆ きと どい て 清潔）に して 食 うに た る ．酒宴

が お わ っ て か ら，出 て 舟 に 乗 る」 との べ て い る ｛姜
1974）．宝暦度 も享保度 とほ ぼ 同 じ献立 で あ っ た が ，
こ の 時に は 通信使 の 1 人が殺害 され ， 1 カ 月間 に お よ

ぶ 長逗留を余儀 な く され た た め か，三使衆 よ り対馬藩

邸 に おけ る 饗応の 辞 退が され，宿館で 酒宴が催 された

よう で あ る （記載 な し 0 ），こ れ ら の 宴は ，通信使 の

使命達成 を ね ぎらい ，帰国 の 無事 を祈 っ た もの で あ ろ

う．

　また，明暦度 に は 鹿脚 と鯨肉が紀伊大納言よ り通信

使に贈 られ た が，好み の鹿脚 の み を受け取 り，食習慣

の な い 鯨肉は対馬藩主 に 送 り届け た （辛 と 仲尾 1995〕，

さら に 正 徳度に も紀伊 中納言 か ら塩鯨 10貫 目入 30 醤

巻 と，塩鹿 IO 貫 目入 20簀巻が 贈 ら れ た （記載 な し

h）．こ の よ う に，大坂 で も通信使を歓待 し， 贈 り物

が な された．

　 4。む す び

　大坂 に おけ る 三 使上 々 官の
．
ヒ五 三膳 の 献立形式 は ，

明暦度 に は 七 五 三 膳に 追膳四 つ 目五 つ 目が つ き引替膳

が出 さ れ ，天和度 に は七 五 三 膳 は 追膳な しに な り引替

膳が 出 され，さらに延享度に は 七 五 三 膳 に 追膳 な し引

替 な しに な っ た．こ の よ うに献立形式 は 次第に簡略化

された．

　大坂 で は 滞在中 の 逓信使 に 食品等の 供給を行 っ たが，
供給量 は明暦度 と比 較 して 天和度以降は 減量 Lた．

　大坂 に お け る 饗応 の 格式は ，明暦度 に は 瀬戸 内各地

よ り高 く京都 よ り低か っ た が ，天和度 に は他所 と同格
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に な り，正徳度に は京都 と名護屋に並ぶ 他所 よ り高 い

格式に なり，
匚芦：保 度以降は他所と同格 に 戻 っ た ．

　大坂 に おけ る 饗応が他 所 と異な る の は ，通信使 船 と

ともに残留 した 一
部通信使に 対し て 食品等 の 供給 を続

けた こ とで あ る ．こ れ ら の 残留通信使は，江戸 へ 向か

っ た正使
一．一
行が 」重 に 扱 われ た こ とに 比 べ る と，下級

随員 として 処遇 され ，供給食 品の 種類数は少な く ， 好

物 の 鳥や 菓子の 種類 は 少 なか っ たが，季節の 果物 や葉

菜類は多種類供給 された．

　ま た ，大坂 で は帰 国の ため の 通信使船乗船を前 に し

て 対．馬藩に よ る 酒宴が催 され た，

　こ の よ うに ，大坂 で は 各年度 の 通信使 の 来日を歓迎

し，日本 と朝鮮の善隣外 交 の 役 目を果た した が，そ の

饗応 内容は 少し ず つ 変 化 し，次 第に 簡略化 した．

　今後 も引 き続 き通信使に 対す る饗応 の研究を続け，
さらに その 実態を明 ら か に して い きた い ．

　本研 究 を進 め る に あた IJ　，貴重な資料を使わ せ て 頂

い た，慶應 義塾大学図書館 ，國史編纂委員会，長崎県

立歴 史民俗 資料館，都立中央図書館，国立公文書館，

岩国微占館 ，ケ ン シ ョ ク 「食」資料室 に感謝し ます．

また，ご 助言 を頂 い た，武蔵野女 予大学 石
’
川寛子氏 ，

謙堂 文庫石 丿II松太郎氏，慶應義塾大学 図書館 白石　克

氏，慶應義塾大学医学 メ デ イ ア セ ン タ
ー

山下光雄氏 ，

京都芸術短期大学仲尾　宏氏，上関町郷 土 史学習 に ん

じゃ 隊井上敬
一
二氏 ，福山 市鞆の 浦歴 史民俗資料館池 田

一
彦氏に 感 謝 します ．な お，本研究 の

一
部 を 1997年

度 制 U 本家政学会第 49 回大会 で 発 表 した こ とを付記

す る．
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